
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
奈
良
紀
行
〈
１
〉

 

─ 

外
国
人
旅
行
者
が
み
た
明
治
期
の
奈
良 
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１
．
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
「
内
地
旅
行  Travels  in  the  Interior

」

《
１
８
８
５
年
の
簡
略
版
発
行
と
評
価
》

　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
王
朝
期
の
英
国
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
で
生
ま
れ
た
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド

（Isabella  Lucy  Bird

、
後M

rs . J .F . Bishop

／1831

―1904

。
以
下
、「
バ
ー
ド
」
ま
た

は「
イ
ザ
ベ
ラ
」と
も
略
す
）は
、
１
８
７
８
年（
明
治
11
）５
月
20
日
の
横
浜
来
港
か
ら
、
12
月

19
日
に
横
浜
か
ら
離
日
す
る
ま
で
の
７
か
月
間
、
日
本
の
国
内
各
地
を
旅
行
し
た
。

　
１
８
８
５
年（
明
治
18
）ロ
ン
ド
ン（
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
）で
出
版
さ
れ
た『U

nbeaten  Tracks  
in  Japan

』（
以
下『
１
８
８
５
年
本
』）は
、
そ
の
と
き
の
旅
行
記
で
あ
る
。「An  Account  

of  Travels  in  the  Interior , including  Visits  to  the  Aboligines  of  Yezo  and  
The  Shrine  of  N

ikko

」（
蝦
夷
の
先
住
民
と
日
光
東
照
宮
の
訪
問
を
含
む
、内
地
旅
行
の
報
告
）

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
た
本
書
は
世
界
各
地
で
愛
読
さ
れ
、日
本
で
も『
日
本
奥
地
紀
行
』と

題
さ
れ
た
も
の
の
他
、数
種
の
訳
本
が
出
版
さ
れ
て
き
た
。結
果
と
し
て
、数
多
の
女
性
旅
行
家

の
―
同
国
・
同
時
代
的
に
は
、
英
国
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
の
女
性
旅
行
家Victorian  Lady  

traveler

と
称
さ
れ
る
人
た
ち
が
い
る
―
中
で
、と
り
わ
け
日
本
に
お
け
る
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド

の
知
名
度
は
、群
を
抜
い
て
い
る
。一
方
、
そ
の
内
実
を
探
れ
ば
、北
海
道
の
先
住
民（
ア
イ
ヌ
の

人
た
ち
）を
西
洋
に
紹
介
し
た
こ
と
で
―
の
み
―
有
名
と
も
言
え
る
。

　
こ
の
タ
イ
ト
ル
中
の「U

nbeaten  Tracks

」や
そ
の
訳
語「
奥
地
」と
い
う
語
句
、ま
た
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
の「Visits  to  the  A

boligines  of  Yezo

」の
文
言
に
よ
っ
て
、
バ
ー
ド
の
日
本

国
内
旅
行
は
―
必
要
以
上
に
―
未
踏
・
未
開
地
探
検
的
イ
メ
ー
ジ
に
覆
わ
れ
、
バ
ー
ド
の
知
名
度

―
の
偏
り
―
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
た
し
か
に
、バ
ー
ド
は
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
人
の
生
活
や
習
俗
の
詳
細
を
、は
じ
め
て
―
一
般
の

人
々
に
向
け
て
―
西
洋
に
紹
介
し
た
人
物
と
言
っ
て
も
良
い
が
、
１
８
７
８
年（
明
治
11
）の
日

本
訪
問
は
、
決
し
て
そ
の
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
表
紙
裏
か
ら
つ
づ
き
）

《
１
８
８
０
年
の
原
本
と
日
本
旅
行
の
本
旨
》

　
実
の
と
こ
ろ
、『
１
８
８
５
年
本
』は
そ
の
５
年
前
の

１
８
８
０
年（
明
治
13
）発
行
の
―
ほ
ぼ
２
倍
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
持
つ
―
２
巻
構
成
の
著
書
（
以
下
、『
原
本
』
ま
た
は

『Unbeaten  Tracks  in  Japan

』）が
、
複
雑
か
つ
周
到

に
削
除
・
再
編
集
さ
れ
た
簡
略
版
な
の
で
あ
る
。大
幅
な
削

除
の
契
機
は
、
北
海
道
に
も
詳
し
い
イ
ギ
リ
ス
人
博
物
学

者
か
ら
の
―
そ
れ
自
体
は
正
当
な
、
し
か
し
あ
る
種
の
嫉

み
も
混
じ
っ
た
―
批
判
だ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
簡
略
版
へ

の
移
行
に
つ
い
て
は
、出
版
社（
発
行
人
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
）

の
思
惑
―
評
判
を
呼
ん
だ
蝦
夷
へ
の
旅
を
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、

廉
価
化
し
て
読
者
層
を
拡
大
す
る
こ
と
―
も
絡
ん
で
い
た

と
す
る
見
方
も
あ
る
よ
う
だ
。
か
く
し
て
、『
１
８
８
５
年

本
』は
さ
な
が
ら
、
一
人
の
英
国
人
女
性
に
よ
る
蝦
夷（
北

海
道
）―
と
い
う
当
時
の「
日
本
奥
地
」―
探
検
記
の
ご
と

き
観
を
呈
し
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
一
部

ま
で
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
消
さ
れ
た
文
字
列
は
、「The  Shrine  of  N

ikko

」
に

続
く「and  Iśe

」２
語
―
と
、
当
然
な
が
らShrines

の

最
後
のs  

―
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
１
８
７
８
年
の
バ
ー
ド

は
、
蝦
夷
だ
け
で
は
な
く
伊
勢
神
宮
、
そ
し
て
―
奈
良
を

含
む
―
関
西
の
各
地
も
訪
れ
て
い
た
の
だ
。

本
稿
で
参
考
し
た
バ
ー
ド
の
評
伝

（Stoddart ,  Anna  M
. The  Life  of  

Isabella  B
ird  (M

rs . B
ishop ), 

London , John  M
urray , 1906

）
―
バ
ー

ド
が
記
録
し
て
い
な
い
蝦
夷
で
の「
事
件
」

も
、
直
接
彼
女
か
ら
聞
き
書
き
さ
れ
て
い

る
―
で
も
、「〔
蝦
夷
か
ら
〕９
月
20
日
ご

ろ
〔
18
日
〕
に
東
京
の
英
国
公
使
館
に
戻

る
と
〔
…
〕
そ
の
後
の
約
２
か
月
間
は
、

そ
の
公
使
館
を
本
拠
と
し
た
」と
書
か
れ
、

10
～
11
月
の
関
西
へ
の
旅
行
は
、
言
及

さ
れ
て
い
な
い
。

　
も
と
も
と
訪
日
の
動
機
は
、
健
康
回
復
の
た
め
に
医
者

が
外
国
旅
行
を
勧
め
た
か
ら
と
言
い
、
こ
れ
は
後
述
す
る

よ
う
に
、
若
き
バ
ー
ド
の
か
つ
て
の
成
功
体
験
に
基
づ
い

て
い
る
。心
身
の
健
康
に
は
、気
候
・
風
物
を
含
む
自
然
環

境
の
快
適
さ
が
不
可
欠
だ
が
、
と
い
っ
て
バ
ー
ド
は
必
ず

し
も
日
本
の
「
気
候
が
す
ば
ら
し
い
と
い
う
評
判
に
惹
か

れ
た
」わ
け
で
は
な
い
。
日
本
に
は「
健
康
に
な
り
た
い
と

願
っ
て
一
人
で
旅
を
す
る
者
に
、
大
き
な
楽
し
み
と
元
気

を
与
え
て
く
れ
る
」よ
う
な
、「
物
珍
し
く
興
味
を
引
く
も

の
が
、こ
と
の
ほ
か
多
く
」あ
る
と
考
え
た
の
だ
。
本
書
の

前
書
き
で
、バ
ー
ド
は
自
身
の
日
本
旅
行
記
を「
日
本
の
理

解
に
十
分
役
立
つ
と
確
信
」す
る
と
自
負
し
て
い
る
。そ
の

「
確
信
」の
根
拠
は
、
蝦
夷
だ
け
で
な
く
―
も
ち
ろ
ん「
蝦

夷
の
先
住
民
に
つ
い
て
は〔
…
〕こ
れ
ま
で
よ
り
ず
っ
と
詳

し
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
自
信
を
に
じ
ま
せ
る

の
だ
が
―
何
よ
り
、「
数
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
本
州
の
内
地
」
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を
旅
し
た
、
ま
さ
に
そ
の
実
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る

　
バ
ー
ド
の「
日
本
で
の
旅
の
記
録
」
は
、「
こ
の
国
の
現

状
に
関
す
る
知
識
を
少
し
で
も
豊
か
に
し
よ
う
と
の
試
み
」

で
あ
り
、こ
の
狙
い
に
即
し
て
、完
全
本
で
は
、当
時
の
日

本
の
習
俗
や
建
築
物
、芸
術
文
化
、さ
ら
に
神
道
に
関
す
る

メ
モ
や
外
国
貿
易
、
ま
た
明
治
12
年
度
の
国
家
予
算
ま
で

記
し
て
い
る
。こ
と
に
、最
後
の「
国
家
予
算
」は
―
な
ん

と
―
日
本
政
府
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
い
る

と
言
う
が
、
１
８
８
５
年
の
簡
略
版
で
は
―
バ
ー
ド
の
熱

意
に
水
を
注
す
よ
う
に
―
上
記
の
す
べ
て
が
削
除
さ
れ
て

い
る
。

　
あ
ら
た
め
て
、
１
８
７
８
年
の
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の

日
本
旅
行
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
目
的
は
、
日
本
と
は
ど
の
よ
う
な
国
で
あ
る
の
か
、
そ

の
実
態
を
知
る
た
め
の
も
の
。主
な
旅
の
内
容
は
、ア
イ
ヌ

の
人
た
ち
を
訪
問
す
る
た
め
の
蝦
夷（
北
海
道
・
平
取
）へ

の
旅
行
―
日
光
東
照
宮
へ
の
旅
は
、
蝦
夷
へ
の
旅
程
に
組

み
込
ま
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
―
と
、
伊
勢
神

宮
へ
の
参
詣
の
旅
―
宗
教
事
情
見
聞
の
た
め
の
神
戸
・
大

阪
・
京
都
へ
の
旅
を
除
け
ば
、関
西
各
地
へ
の
訪
問
は
、そ

の
道
中
と
も
言
え
る
―
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
時
の
旅
行
記
で
あ
る
１
８
８
０
年
の『
原
本
』（
完

全
本
、Unbeaten  Trucks  in  Japan : An  Account  of  

Travels  in  the  Interior , Including  Visits  to  
the  Aborigines  of  Yezo  and  Shrines  of  N

ikko  
and  Iśe , vol  I , II , London , John  M

urray , 1880

）

は
、
日
本
の
実
情
を
欧
米（
と
く
に
英
国
）の
一
般
読
者
に

伝
え
る
意
図
で
執
筆
さ
れ
た
。後
の
事
情
に
よ
り
、１
８
８

５
年
に
「
関
西
一
円
と
伊
勢
神
宮
へ
の
旅
」
の
割
愛
を
含

む
、
大
幅
な
削
除
・
編
集
が
施
さ
れ
た
簡
略
版
（『
１
８
８

５
年
本
』）
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
『
１
８
８
５
年
本
』
が

世
界
的
に
普
及
し
た
こ
と
で
、結
果
と
し
て「
ア
イ
ヌ
人
を

訪
問
す
る
た
め
の
蝦
夷（
北
海
道
・
平
取
）へ
の
旅
行
」
だ

け
が
、
バ
ー
ド
の
日
本
旅
行
と
し
て
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
―
て
し
ま
っ
―
た
の
で
あ
る
。

《
外
国
人
対
す
る
内
地
旅
行
の
制
限
》

　
バ
ー
ド
が
訪
れ
た
１
８
７
８
年
当
時
の
日
本
は
、
い
わ

ゆ
る「
安
政
五
か
国
条
約
」の
取
り
決
め
に
従
っ
て
、外
交

官
や
御
雇
い
の
役
人
な
ど
を
除
き
、
一
般
の
外
国
人
が
自

由
に
旅
行
で
き
る
範
囲
は
、
開
港
場
か
ら
半
径
10
里
以
内

に
限
ら
れ
て
い
た（「
外
国
人
遊
歩
期（
規
）定
」）。
10
里

（
約
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と
は
、
当
時
の
ほ
ぼ
一
日
の
移
動

上
限
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、宿
泊
を
伴
う
旅
行
は
、原

則
と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。た
だ
し
、病
気

療
養
等
の
健
康
保
全
や
専
門
家
に
よ
る
科
学
的
調
査
な
ど

に
対
し
て
は
、
遊
歩
期（
規
）程
を
越
え
た
日
本
国
内
旅
行

が
、
明
治
初
年
の
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
、「
特
例
的
」に

認
め
ら
れ
て
い
た
。
遊
歩
範
囲
を
越
え
た
地
域
は「
内
地
」

と
呼
ば
れ
、
旅
行
す
る
―「
足
を
踏
み
入
れ
る
」―
に
は
、

外
務
省
が
許
可
す
る「
外
国
人
旅
行
免
状
」を
必
要
と
し
、

そ
こ
に
は
「
国
籍
／
姓
名
／
身
分
／
寄
留
地
名
／
旅
行
趣

意
／
旅
行
先
及
路
筋
／
旅
行
期
限
」
の
明
記
と
各
国
公
使

の
保
証
と
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

※�

一
般
に
明
治
７
年
５
月
31
日
の
「
外
国
人

内
地
旅
行
允
準
条
例
」を
も
っ
て
外
国
人
内

地
旅
行
に
つ
い
て
の
許
可
制
が
採
用
さ
れ

た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
正
し
く
な
い
。
本
準

条
例
は
寺
島
外
務
卿
か
ら
三
條
太
政
大
臣

に
宛
て
て
発
出
さ
れ
た「
外
国
人
内
地
旅
行

ノ
従
来
ノ
取
扱
振
上
申
ノ
件
」の
附
属
書
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
学
術
研
究
・
温
泉
療
養
な

ど
に
つ
い
て
の
内
地
旅
行
は
―
表
記
の
と

お
り
―
「
従
来
」（
お
そ
ら
く
明
治
３
年
ご

ろ
）
か
ら
、
本
允
準
条
例
に
基
づ
い
て
取
り

扱
わ
れ
て
い
た
。　

　
整
理
す
れ
ば
、
遊
歩
期（
規
）
定
外
の
場
所
が「
内
地
」

す
な
わ
ち
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の「interior

」で
あ
り
、
タ
イ

ト
ル
の
「unbeaten

」
と
は
、一
般
外
国
人
が「
足
を
踏
み

入
れ
る
」こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
―
の
み
―

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
奈
良
紀
行
〈
１
〉
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捉
え
る
べ
き
で
、
決
し
て
普
通
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
意
味

で
の
「
未
踏（
開
）の
地
」
で
も
な
け
れ
ば
、「
奥
地
」
で
も

な
い
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
『Unbeaten  Trucks  

in  Japan

』
と
は
、「
一
般
の
外
国
人
が
足
を
踏
み
入
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
日
本
内
地
」
の
旅
行
記
を
表
し
て
お
り
、

こ
れ
―
こ
そ
―
が
タ
イ
ト
ル
及
び
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
如

実
に
示
さ
れ
た
、イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
に
よ
る
日
本
旅
行
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
。英
国
人
の
バ
ー
ド
が
、本
来
な
ら

「unbeaten

」で
あ
る
は
ず
の
日
本
の「interior

」
を
旅

行
で
き
た
（well -beaten

）
の
は
、
明
ら
か
に
当
時
の
―

日
本
外
交
に
と
っ
て
最
強
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
―
で

あ
っ
た
英
国
公
使
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
の「
特
別
」な
便
宜
・

計
ら
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

※�

バ
ー
ド
は「
第
九
報
」で
、「
普
通
外
国
人
は

旅
行
免
状
に
記
さ
れ
た
ル
ー
ト［
路
筋
］以

外
を
旅
行
で
き
な
い
の
だ
が
、今
回
は
H・

パ
ー
ク
ス
卿
が
事
実
上
何
の
制
限
も
な
い

旅
行
免
状
を
入
手
し
て
下
さ
っ
た
」と
記
し
、

「
こ
の
旅
行
免
状
は『
病
気
療
養
、植
物
調
査

お
よ
び
学
術
研
究
』と
い
う
理
由
で
申
請

さ
れ
公
布
さ
れ
る
」と
続
け
て
い
る
。
バ
ー

ド
の
旅
は
、そ
の
理
由
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
が
、
先
の
允
準
条
例
に
は「
日
本
在

留
其
国
公
使
よ
り
依
頼
す
る
時〔
ま
た
は
〕

其
国
公
使
証
明
の
内
地
旅
行
を
乞
ふ
時
は

〔
い
ず
れ
も
〕
是
を
許
可
す
へ
し
」（
第
九
）

と
の
例
外
規
定
が
あ
り
、バ
ー
ド
の
場
合
は

こ
れ
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
は
、
日
本
の
内
地
開
放（
雑
居
）を
目
指
す
パ
ー

ク
ス
の
―
あ
る
い
は
英
国
政
府
の
―
外
交
政
策
上
の
計
算

が
働
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。同
時
に
、幕
末
以
来
の「
不

平
等
条
約
」
改
正
を
す
す
め
る
日
本
政
府
の
思
惑
を
も
背

景
に
し
た
、特
段
の
協
力
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。明
治
期

に
お
け
る
バ
ー
ド
の
日
本
旅
行
を
、た
だ「
ア
イ
ヌ
を
訪
問

す
る
た
め
の
蝦
夷
へ
の
旅
行
」と
理
解
し
た
だ
け
で
は
、

バ
ー
ド
の
日
本
訪
問
の「
目
的
」は
も
と
よ
り
、当
時
の
国

内
旅
行
事
情
、
さ
ら
に
は
幕
末
以
来
の
最
大
の
政
治
案
件

で
あ
っ
た
条
約
改
正
を
巡
る
内
外
情
勢
な
ど
を
含
め
、

本
来
「U

nbeaten  Trucks  in  Japan

」の
旅
行
を
、「An  

A
ccount  of  Travels  in  the  Interior

」と
し
て
成

立
さ
せ
た
条
件
や
環
境
と
い
っ
た
諸
要
因
を
、
と
り
逃
が

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
バ
ー
ド
の
日
本
内
地
旅
行
は
、
バ
ー
ド
個
人
の
―
健
康

回
復
を
含
め
―
嗜
好
や
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
範
囲
で
の
み
行

わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「U

nbeaten  
Trucks  in  Japan

」
の
旅
行
の
特
質
が
、
訪
れ
た
各
々
の

―
奈
良
を
含
む
地
域
に
つ
い
て
の
―
バ
ー
ド
の
印
象
に
も
、

色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

《
日
本
紀
行『U

nbeaten Trucks in Japan

』の
特
徴
》

　
バ
ー
ド
の『Unbeaten  Trucks  in  Japan

』は
、「
旅

先
で
妹
と
親
し
い
友
人
た
ち
に
書
い
た
書
簡
を
中
心
と
す

る
形
」と
い
う
、特
異
な
―
し
か
し
、実
績
の
あ
る
―
編
集

方
針
が
採
ら
れ
て
い
る
。そ
の
結
果「
芸
術
的
な
脚
色
や
文

学
的
な
修
辞
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
ど
う
し
て

も
自
己
中
心
的
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
謙
遜
す

る
が
、
一
方
で「
読
者
は
旅
人
の
立
場
に
身
を
置
き
、旅
先

で
の
よ
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
、
つ
ま
り
物
珍
し
さ
や
楽
し

み
だ
け
で
な
く
不
満
や
困
難
や
退
屈
さ
を
も
共
有
で
き
る
」

と
、
そ
の
利
点
も
強
調
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
身
内（
３
歳
年
下
の
妹
・
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ 

H
enrietta  Am

elia  Bird

）へ
の
書
簡
が
主
だ
か
ら
と

い
っ
て
、嘘
や
誇
張
が
混
じ
っ
て
い
な
い
、と
す
る
根
拠
は

な
い
。ま
た
、当
時
の
郵
便
事
情
の
問
題
に
加
え
て
、投
函

し
た
書
翰
―
だ
け
―
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を（
再
）構
成
で
き
た

か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、全
く
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

※�

本
書
は
書
翰
形
式
を
と
り
な
が
ら
も「
旅
先

か
ら
書
き
送
っ
た
と
す
る
の
は
明
ら
か
に

誤
り
」と
す
る
研
究
者
も
い
る
。
当
時
の
郵

便
局
立
地
状
況
や
外
国
郵
便
制
度
事
情
、さ

ら
に
妹
・
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
な
ど
に
手
紙
が

残
っ
て
い
な
い
等
々
が
、そ
の
根
拠
と
さ
れ
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る
の
だ
が
、
そ
う
断
定
し
て
良
い
も
の
か
。

　

�　
『Unbeaten  Trucks  in  Japan

』
の
魅

力
の
本
質
は
、文
章
の
巧
み
さ
で
も
観
察
眼

の
鋭
さ
で
も
な
い
。
そ
こ
に
漲
っ
て
い
る

バ
ー
ド
の
感
受
性
の
豊
か
さ
で
あ
る
。少
な

く
と
も
、各
地
を
巡
っ
て
感
想
を
描
く
と
い

う
ス
タ
イ
ル
が
採
用
さ
れ
た
以
上
、そ
れ
に

見
合
っ
た「
内
実
」保
証
の
方
法
、
す
な
わ

ち
体
験
か
ら
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
書

き
残
し
て
お
く
と
い
う
方
法
も
、同
時
に
採

ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
。
確
か
に
、
60
通
近
い

各
報
が
、そ
の
都
度
手
紙
と
し
て
投
函
さ
れ

た
と
は
思
え
な
い
が
、
多
く
は
あ
る「
ま
と

ま
り
」を
も
っ
て
、
妹
・
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
に

送
ら
れ
た
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

�　
当
時
の
郵
便
事
情
に
し
て
も
、
明
治
10

年
に
は
英
国
を
含
む
欧
州
各
国
及
び
米
国

も
加
わ
っ
て
い
た
「
万
国
郵
便
連
合
」
に
加

盟
し
て
い
る
。当
時
の
日
本
が
す
で
に
同
連

合
が
定
め
る「
郵
便
上
一
大
疆
域
を
組
成
し

他
国
発
着
郵
便
物
を
自
国
郵
便
物
と
同
様

に
継
続
逓
送
を
為
す
」に「
均
等
」な
状
況
、

す
な
わ
ち
英
米
並
み
の
郵
便
制
度
が
備

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
明
治

11
年
時
点
で
海
外
に
発
送
さ
れ
た
郵
便
物

数
は213,418

通
、到
着
数
は139,859

通
）。

　

�　
さ
ら
に
。バ
ー
ド
に
は
、パ
ー
ク
ス
を
は
じ

め
と
す
る
日
英
両
政
府
の
全
面
的
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
あ
り
、郵
送
に
つ
い
て
、特
段
の
便

宜
が
図
ら
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

バ
ー
ド
に
と
っ
て「
重
要
な
内
容
の
、特
に
大

変
な
分
量
の
も
の
」の
保
管
先
は
、旅
先
で
あ

る
日
本
の「
内
地
」よ
り
も
、妹・ヘ
ン
リ
エ
ッ

タ
の
も
と
の
方
が
、遙
か
に
適
切
な
場
所
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

・�

た
だ
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
近
い
書
翰
―
が
中
心
―
で
あ

る
限
り
、
後
の
体
験
や
知
識
に
よ
っ
て
記
録
や
記
憶
が

改
竄
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
一
方
で
、
そ
の
直
前
あ
た

り
の
体
験
や
印
象
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が

―
奈
良
の
印
象
も
含
め
、
当
時
・
当
地
で
見
聞
し
た
、

生
々
し
い
デ
ー
タ
が
―
ほ
ぼ
―
そ
の
ま
ま
情
報
化
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

�　
『Unbeaten  Trucks  in  Japan

』を
構
成
す
る
書
翰

は
全
59
通
、奈
良（
大
和
）は
最
後
近
く
の「
第
55
報
」、

京
都
か
ら
伊
勢
神
宮
へ
の
旅
の
途
中
に
現
れ
る
。

　

�　
本
論
は
、
現
在
の
奈
良
県
域
内
に
お
け
る
実
質
３
日

間
の
バ
ー
ド
の
足
取
り
と
、
そ
こ
で
見
聞
し
た
風
景
文

物
及
び
そ
の
感
想
の
ト
レ
ー
ス
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。

か
ぎ
括
弧
内
の
引
用
文
は
、
下
記
１
の
文
献
に
よ
る
。

た
だ
し
、
一
部
に
つ
い
て
は
、
故
あ
っ
て
下
記
２
か
ら

の
拙
訳
に
変
更
し
た
。
ま
た
、
掲
載
誌
の
性
格
を
考
慮

し
、
引
用
箇
所
の
指
示
は
略
す
。
い
ず
れ
も
、
諒
と
さ

れ
た
い
。

１
．�

イ
ザ
ベ
ラ・バ
ー
ド
著
／
金
坂
清
則
訳
注『
完
訳 

日
本
奥
地
紀
行
』第
１
巻
～
第
４
巻（2012, 

2013

）平
凡
社
東
洋
文
庫（
以
下
、『
奥
地
紀
行
』）

２
．�Bird , Isabella  Lucy . U

nbeaten  Trucks  
in  Japan : An  Account  of  Travels  in  the  
Interior , Including  Visits  to  the  
Aborigines  of  Yezo  and  Shrines  of  
N

ikko  and  Ise , vol . I , II , London , John  
M

urray , 1880

（
以
下
、『U

nbeaten  Trucks

』）

　
　
　
他
の
参
考
文
献
は
、
巻
末
に
記
す
。
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２
．
訪
日
ま
で
の
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド 

《
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

　
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
、
１
８
３
１
年
10
月
15
日
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
・
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
バ
ラ
ブ
リ
ッ
ジ
に
、父
・

エ
ド
ワ
ー
ド
と
母
・
ド
ー
ラ
の
長
女
と
し
て
出
生
し
た
。３

歳
離
れ
て
妹
・
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
が
い
る
。両
親
と
も
に
聖
職

者
の
家
系
で
、
イ
ザ
ベ
ラ
は
幼
少
時
か
ら
―
特
に
エ
ド

ワ
ー
ド
か
ら
の
厳
格
な
―
宗
教
教
育
を
受
け
た
。父
、妹
と

同
様
に
生
来
病
弱
で
、
外
国
へ
の
旅
行
も
健
康
回
復
が
目

的
で
あ
っ
た
。
当
時
そ
の
よ
う
な
治
療
法
が
一
般
的
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
少
な
く

と
も
イ
ザ
ベ
ラ
に
と
っ
て
の
旅
行
は
、
健
康
回
復
に
劇
的

効
果
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
彼
女
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
優
れ
た
著

作
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。こ
こ
で
は
、本
論
に
必

要
な
範
囲
で
―
私
が
知
る
限
り
―
最
も
簡
潔
か
つ
当
を
得

た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
、
以
下
に
引
用（
拙
訳
）し
、
続
い
て

一
気
に
１
８
６
６
年
ま
で
、
時
を
跨
い
で
い
く
こ
と
と
し

た
い
。

  

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
（1831

―1904

）

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
最
も
著
名
な
（
女
性
）
旅
行

家
の
一
人
で
、
人
気
旅
行
作
家
。
忍
耐
強
く
、
好
奇

心
旺
盛
な
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
旅
行
地
は
、
カ
ナ
ダ
、

ア
メ
リ
カ
、
ハ
ワ
イ
、
日
本
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ペ
ル

シ
ア
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
（
ト
ル
コ
・
イ
ラ
ク
・
イ

ラ
ン
・
ア
ル
メ
ニ
ア
）、
モ
ロ
ッ
コ
、
チ
ベ
ッ
ト
、

韓
半
島
、
中
国
な
ど
、
世
界
各
地
に
及
ん
だ
。
彼
女

の
世
界
旅
行
は
、
１
８
５
４
年
に
始
ま
り
１
９
０
１

年
ま
で
続
い
た
。
著
述
家
と
し
て
、
あ
る
い
は
写
真

家
と
し
て
、
彼
女
は
自
ら
の
体
験
を
詳
細
に
、
か
つ

い
き
い
き
と
描
き
、
読
者
を
魅
了
し
た
。

《
ハ
ワ
イ
諸
島
》

　
１
８
６
６
年
、最
愛
の
母
・
ド
ー
ラ
が
亡
く
な
る
。バ
ー

ド
は
ロ
ン
ド
ン
に
転
居
し
、
妹
は
ヘ
ブ
リ
デ
ィ
ー
ズ
諸
島

（
マ
ル
島
・
ト
バ
モ
リ
ー
）に
移
る
。
孤
独
と
な
っ
た
イ
ザ

ベ
ラ
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
最
悪
の
状
態
に
陥
る
。

　
１
８
７
２
年（
40
歳
）７
月
11
日
、
イ
ザ
ベ
ラ
は
長
い

ブ
ラ
ン
ク
の
後
、長
期
旅
行
を
再
開
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
出
航
す
る
。こ

の
と
き
も
、
最
初
の
旅
の
と
き
の
劇
的
効
果
を
期
待
す
る

医
者
の
勧
め
が
あ
り
、
海
と
山
の
大
気
で
健
康
を
回
復
さ

せ
る
旅
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、約
半
年
間
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
等
を
旅
行
す
る
。

　
翌
１
８
７
３
年
１
月
１
日
、イ
ザ
ベ
ラ
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）か
ら
旧
式
の
外
輪
蒸
気
船
・
ネ
ヴ
ァ

ダ
号
で
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
島（
ハ
ワ
イ
）に
出
航
す
る
。

途
中
、熟
練
の
船
長
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
、猛

烈
な
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
見
舞
わ
れ
る
。こ
の
と
き
、イ
ザ
ベ
ラ

は
危
機
と
の
遭
遇
が
、
む
し
ろ
心
身
の
健
康
に
つ
な
が
る

こ
と
を
確
信
す
る
。
25
日
間
の
船
旅
で
た
ど
り
着
い
た
ハ

ワ
イ
は
、イ
ザ
ベ
ラ
に
と
っ
て
別
天
地
で
あ
っ
た
。そ
の
美

し
さ
と
心
地
よ
さ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
10
年
以
上
に

及
ぶ
肉
体
的
・
精
神
的
苦
痛
か
ら
開
放
さ
れ
た
。イ
ザ
ベ
ラ

は
、太
平
洋
上
に
広
が
る
ハ
ワ
イ
諸
島
を
、７
か
月
に
わ
た

り
馬
と
船
で
巡
り
、熱
帯
植
物
や
火
山
活
動
、溶
岩
の
あ
り

さ
ま
な
ど
、
目
に
す
る
も
の
全
て
に
深
い
感
動
を
覚
え
た
。

当
時
の
ハ
ワ
イ
は
、政
治
・
宗
教
・
文
化
の
面
で
も
欧
米
の

注
目
を
集
め
て
い
た
が
、
イ
ザ
ベ
ラ
の
関
心
も
自
然
的
な

景
物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ハ
ワ
イ
社
会
の
諸
相
に
及
ん
だ
。

　
こ
の
ハ
ワ
イ
の
旅
と
そ
の
旅
行
記
（The  H

awaiian  
Archipelago , 1875, London

）
が
、
そ
の
後
の
日
本
の

旅
と『
日
本
奥
地
紀
行
』に
も
、大
き
く
影
響
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
イ
ザ
ベ
ラ
は
、
ハ
ワ
イ
か
ら
ア
メ
リ
カ
本
土
に

出
航
し
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
シ
ェ
ラ

ネ
ヴ
ァ
ダ
を
経
て
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
を
踏
破
し
て
い
く
。
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《
ロ
ッ
キ
ー
・
マ
ウ
ン
テ
ン
》

　
そ
の
旅
は
、「
ロ
ッ
キ
ー
・
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ジ
ム
」と
呼
ば

れ
る
ジ
ム
・
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト（Jim

 N
ugent

と
出
逢
う
、

い
く
ぶ
ん
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
感
じ
ら
れ
る
も

の
―
あ
る
不
確
か
な
情
報
に
よ
れ
ば
、
小
柄
で
病
弱
な
中

年
（
当
時
42
歳
）
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
女
性
と
、
金
髪
で
日

に
焼
け
た
酒
浸
り
で
隻
眼
の
「
ぞ
っ
と
」
さ
せ
る
風
貌
の

45
歳
と
覚
し
き
無
頼
の
山
男
と
の
、
ほ
と
ん
ど
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
と
言
っ
て
良
い
ぐ
ら
い
不
似
合
い
な
カ
ッ
プ
ル
の

『
コ
ロ
ラ
ド
・
ロ
マ
ン
ス
物
語
』
―
と
な
っ
た
。

　

こ
の
バ
ー
ド
の
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
で
の
日
々
は
、A  

Lady 's  Life  in  the  Rocky  M
ountains

（1879, 
London

）と
し
て
出
版
―
日
本
語
で
の
訳
本
は
、
小
野
崎

晶
裕
訳『
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
踏
破
行
』（1997

）平
凡
社
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
発
行
―
さ
れ
て
い
る
。

　
一
読
の
限
り
、
バ
ー
ド
と
ジ
ム
と
の
接
触
は
５
回
程
度

に
過
ぎ
な
い
。た
だ
１
１
０
０
０
フ
ィ
ー
ト
の
ロ
ン
グ
ズ・

ピ
ー
ク
の
―
恐
ろ
し
い
―
登
攀
の
経
験
を
共
に
し
、下
山

途
中
の
野
宿
の
時
に
は
、ジ
ム
は
青
春
時
代
の「
絶
望
的
な

生
活
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
原
因
と
な
っ
た
ひ
ど
く
悲
し
い

話
」を
バ
ー
ド
に
明
か
し
て
い
る
。
一
方
、
バ
ー
ド
の
―

少
な
く
と
も
記
述
に
現
れ
る
―
反
応
は
微
妙
で
、
彼
女
が

先
に
記
し
た
よ
う
な
「
コ
ロ
ラ
ド
・
ロ
マ
ン
ス
」
め
い
た

感
情
を
抱
い
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
少
な
く

と
も
外
見
は
無
頼
な
ジ
ム
の
知
性
や
教
養
を
認
め
、
彼
の

自
然
へ
の
畏
敬
と
鋭
い
感
受
性
に
、
強
く
共
感
し
て
い
た

こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

　
こ
こ
で
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
踏
破
の
旅
に
長
々
と
触
れ
て

い
る
の
は
、次
の
理
由
に
よ
る
。第
１
に
日
本
訪
問
前
の
最

後
の
旅
行
で
、
か
つ
他
の
旅
行
記
に
は
見
ら
れ
な
い
内
心

の
動
き
が
記
さ
れ
る
な
ど
、
バ
ー
ド
に
と
っ
て
長
く
心
に

残
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
各
地
の
―
そ
し
て
奈
良

の
―
印
象
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
こ
と
。第
２
に
、
そ
の
よ
う
な「
特
別
な
思
い
」

の
籠
も
っ
た
―
と
思
わ
れ
る
―
旅
行
記
が
、
先
の
『The  

H
awaiian  Archipelago

』
や
『Unbeaten  Trucks  in  
Japan

』
と
同
様
、
妹
・
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
へ
の
書
簡
の
形
式

で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
に
注
目
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
補
足
す
れ
ば
、
バ
ー
ド
が
ジ
ム
の
死
を
知
る
の

は
、コ
ロ
ラ
ド
を
―
あ
る
い
は
ジ
ム
・
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を

―
懐
か
し
む
た
め
の
計
画
し
た
ス
イ
ス
旅
行
の
直
前
で

あ
っ
た
。ジ
ム
射
殺
の
報
を
受
け
た
イ
ザ
ベ
ラ
は
、異
常
な

心
霊
現
象
を
体
験
す
る
ほ
ど
の
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。

　
一
方
、
そ
の
不
測
の
別
離
の
衝
撃
か
ら
半
年
後
に
刊
行

さ
れ
た
ハ
ワ
イ
旅
行
記（『The  Hawaiian  Archipelago

』）

は
、
専
門
家
か
ら
も
絶
賛
さ
れ
て
、
こ
こ
か
ら
バ
ー
ド
は

一
流
の
旅
行
作
家
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
て
い
く
。

　
バ
ー
ド
は
、ハ
ワ
イ
の
旅
と
ロ
ッ
キ
ー
の
旅
の「
記
憶
」

と「
形
式
」を
抱
え
た
ま
ま
、日
本
へ
の
旅
に
向
か
っ
た
の

で
あ
る
。

《
日
本
へ
》

　
そ
の
後
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
旅
行
記
な
ど
の
執
筆
に
追
わ

れ
、ま
た
探
検
家
・
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
を
偲
び
、ア
フ
リ

カ
・
イ
ン
ド
の
医
療
宣
教
師
と
看
護
婦
を
養
成
す
る「
国
立

リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
記
念
専
門
学
校
」
の
設
立
（
１
８
７

７
）
に
奔
走
し
つ
つ
、
１
８
７
７
年
の
冬
期
か
ら
翌
78
年

の
２
月
ま
で
、バ
ー
ド
の
頭
は「
日
本
」に
占
め
ら
れ
て
い

た
。
幕
府
が
消
滅
し
、
江
戸
が
東
京
に
変
わ
っ
た
よ
う
に
、

旧
来
の
秩
序
が
変
化
し
て
い
る
の
に
、
一
方
で
古
い
習

慣
・
習
俗
が
、
し
ぶ
と
く
生
き
残
っ
て
い
る
日
本
。
古
い

世
界
が
、
西
洋
的
精
神
の
息
吹
の
中
で
絶
え
間
な
く
変
容

し
な
が
ら
存
在
し
続
け
て
い
る
日
本
。

　
イ
ザ
ベ
ラ
は
、
そ
の
よ
う
な
日
本
の
あ
り
よ
う
に
関
心

を
持
ち
、
ど
の
歴
史
家
の
記
述
よ
り
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
、

し
か
も
ロ
ー
マ
の
時
代
以
来
類
例
の
な
い
か
た
ち
で
変
身

し
て
い
く
日
本
に
立
ち
会
う「
と
き
」は
、
今
し
か
な
い
、

そ
し
て
、
立
ち
会
う
「
場
所
」
は
「
内
地
（interior

）」
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し
か
な
い
、と
考
え
た
の
で
あ
る
。し
か
し
、先
に
触
れ
た

よ
う
に
、日
本
の「
内
地
」は
一
般
の
者
に
は
開
放
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
東
京
そ
の
他
の
都
市
に
長
く
居
着
く
の
で

は
な
く
、「
内
地
」を
旅
し
て
、
で
き
る
だ
け「
古
い
日
本
」

と
出
逢
い
た
い
と
考
え
て
い
た
イ
ザ
ベ
ラ
に
と
っ
て
、
こ

の
規
制
は
致
命
的
な
障
碍
で
あ
っ
た
。
救
い
の
手
を
差
し

出
し
た
の
が
、友
人
の
ミ
ド
ゥ
ル
ト
ン（
公
爵
）夫
人
だ
っ

た
。彼
女
は
ア
ー
ガ
イ
ル
公
爵
を
通
し
て
、当
時
の
駐
日
イ

ギ
リ
ス
公
使
・
パ
ー
ク
ス
と
令
夫
人
に
、イ
ザ
ベ
ラ
紹
介
の

労
を
と
っ
た
。

　
１
８
７
８
年
４
月
１
日
、
イ
ザ
ベ
ラ
は
ミ
ド
ゥ
ル
ト
ン

夫
人
の
指
示
ど
お
り
、
影
響
力
の
あ
る
日
本
在
住
者
へ
の

40
通
の
書
簡
と
、
風
変
わ
り
な
刺
繍
や
装
飾
品
の
土
産
を

抱
え
て
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
を
出
発
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
横
断
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到

着
す
る
と
、
５
月
３
日
、
蒸
気
船「
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ト
キ

オ
号
（City  of  Tokio

）」
に
乗
船
。「
一
八
日
間
ず
っ
と

揺
れ
な
が
ら『
陰
鬱
な
雨
の
多
い
海
原
』」を
行
き
、
５
月

20
日
の
昼
前
に
は
「
江
戸
湾G

ulf  of  Yedo

」
を
進
ん
で

横
浜
に
上
陸
し
た
。

　
日
本
の
地
に
、
英
国
人
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
の
最
初
の
一
歩
が
、
刻
印
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

�

（
以
下
、
次
回
に
続
く
）
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